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未来につなぐ未来につなぐ
平和への誓い平和への誓い

戦後80年・「非核平和都市宣言」40 年戦後 80 年・「非核平和都市宣言」40 年

非核平和都市宣言

　核兵器を廃絶し、恒久平和を実現するこ
とは、世界唯一の核被爆国日本の国民共通
の悲願であり、深川市民の心からののぞみで
あります。

　核兵器が世界の平和と人類の生存に脅
威を与えつつある今日、私たちは核兵器の廃
絶を強く訴えるものであります。

　美しい郷土を守り豊かな暮らしを子孫に伝
えるためにも、わが深川市は市民一人ひとり
に平和を求める心を養ってゆかねばなりませ
ん。

　したがって、非核三原則の堅持と恒久平
和の実現を願い、明るく住みよい幸せな市民
生活を守る決意を表明し、ここに非核平和
都市の宣言をします。
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【問合先】総務課自治防災係（㉞番窓口/電話26・2215）

次世代へつなぐ
　本市と市平和運動推進協議会では、非核平和都市宣言の趣旨を踏まえ、平成10年度から平和祈念式典に市内学校　本市と市平和運動推進協議会では、非核平和都市宣言の趣旨を踏まえ、平成10年度から平和祈念式典に市内学校
の代表生徒を派遣し、核兵器がもたらした悲惨な歴史や平和の尊さについて理解を深める機会としています。本年は深の代表生徒を派遣し、核兵器がもたらした悲惨な歴史や平和の尊さについて理解を深める機会としています。本年は深
川中学校と一已中学校から各２人を派遣しました。川中学校と一已中学校から各２人を派遣しました。

　今年は戦後80年の節目の年です。その年に私は　今年は戦後80年の節目の年です。その年に私は
長崎を訪れました。式典では、長崎市長や被爆者長崎を訪れました。式典では、長崎市長や被爆者
の方の演説が一言一句とても重く胸に響きました。の方の演説が一言一句とても重く胸に響きました。
平和を願う人がたくさんいて、その中に自分もいるこ平和を願う人がたくさんいて、その中に自分もいるこ
とが心強く感じました。また、資料館では被爆によっとが心強く感じました。また、資料館では被爆によっ
て炭化したお弁当や母子の写真を見て、原爆に底て炭化したお弁当や母子の写真を見て、原爆に底
知れぬ恐怖を覚えました。知れぬ恐怖を覚えました。
　戦争や原爆は過去の出来事として　戦争や原爆は過去の出来事として
ではなく今を生きる私たちの問題としではなく今を生きる私たちの問題とし
て、考えるようになりました。あの場でて、考えるようになりました。あの場で
感じた「二度と繰り返してはいけない」感じた「二度と繰り返してはいけない」
という思いを、私はこれからも胸に刻という思いを、私はこれからも胸に刻
み続けていきます。み続けていきます。

合田　理桜合田　理桜さんさん
（一已中学校２年生）（一已中学校２年生）

ナガサキで学んだことを
　私は８月８日から10日まで長崎を訪れ、平和祈念　私は８月８日から10日まで長崎を訪れ、平和祈念
式典などに参加しました。式典では、児童の合唱や式典などに参加しました。式典では、児童の合唱や
被爆者の方の言葉に心を打たれました。会場には被爆者の方の言葉に心を打たれました。会場には
多くの外国の方がいて、その一人から折り鶴をもら多くの外国の方がいて、その一人から折り鶴をもら
い、みんなが平和を願っていることを改めて感じましい、みんなが平和を願っていることを改めて感じまし
た。資料館では、原爆の大きさや被爆後も続く後遺た。資料館では、原爆の大きさや被爆後も続く後遺
症について学び、その恐ろしさを実感症について学び、その恐ろしさを実感
するとともに、なぜ平和ではなく原爆するとともに、なぜ平和ではなく原爆
の道を選んだのか疑問に残りました。の道を選んだのか疑問に残りました。
　学んだことを周りに伝えていくこと　学んだことを周りに伝えていくこと
の大切さを強く感じ、80年前の悲惨の大切さを強く感じ、80年前の悲惨
な出来事を忘れず、平和への思いをな出来事を忘れず、平和への思いを
受け継いでいきたいと思います。受け継いでいきたいと思います。

柏倉　彩桜柏倉　彩桜さんさん
（一已中学校２年生）（一已中学校２年生）

二度と起こってはいけないこと

　私は戦後80年を迎えた８月９日、長崎で行われた　私は戦後80年を迎えた８月９日、長崎で行われた
平和祈念式典に参加しました。式典で印象に残っ平和祈念式典に参加しました。式典で印象に残っ
たのは、原爆により火傷を負い、水を求めて亡くなったのは、原爆により火傷を負い、水を求めて亡くなっ
た方がたくさんいた背景から始まった「献水」についた方がたくさんいた背景から始まった「献水」につい
てです。普段当たり前にある水を求め命を落としたてです。普段当たり前にある水を求め命を落とした
方々の苦しみは想像を絶するものだったと思います。方々の苦しみは想像を絶するものだったと思います。
　今回の参加を通じて、戦争は人の　今回の参加を通じて、戦争は人の
命や権利を奪うものだと改めて感じ、命や権利を奪うものだと改めて感じ、
今すぐやめるべきだと思いました。ま今すぐやめるべきだと思いました。ま
た、戦争の悲惨さや深刻さを再認識た、戦争の悲惨さや深刻さを再認識
し「平和」への意識を高めることがでし「平和」への意識を高めることがで
き、この経験はこれからの人生におき、この経験はこれからの人生にお
いて重要な１ピースになると思います。いて重要な１ピースになると思います。

佐藤　有佐藤　有さんさん
（深川中学校３年生）（深川中学校３年生）

長崎平和記念式典への参加を通して
　私は８月９日に長崎の平和祈念式典に参加しまし　私は８月９日に長崎の平和祈念式典に参加しまし
た。長崎に原爆が投下された11時２分に黙祷を捧た。長崎に原爆が投下された11時２分に黙祷を捧
げた瞬間、会場の空気が一変し、原爆で奪われたげた瞬間、会場の空気が一変し、原爆で奪われた
命の重さを実感しました。長崎市長の「ノーモア・ヒロ命の重さを実感しました。長崎市長の「ノーモア・ヒロ
シマ、ノーモア・ナガサキ、ノーモア・ウォー、ノーモア・シマ、ノーモア・ナガサキ、ノーモア・ウォー、ノーモア・
ヒバクシャ」という言葉は叫びのように全国民の思いヒバクシャ」という言葉は叫びのように全国民の思い
を代弁していて強く心に残りました。資を代弁していて強く心に残りました。資
料館では当時長崎にいた方から状況料館では当時長崎にいた方から状況
を聞き、貴重な体験ができました。を聞き、貴重な体験ができました。
　教科書だけでは知ることのできな　教科書だけでは知ることのできな
い体験を通じ、平和への思いを10年い体験を通じ、平和への思いを10年
後100年後まで語り継いでいくことが後100年後まで語り継いでいくことが
大切だと実感しました。大切だと実感しました。

森田　一稀森田　一稀さんさん
（深川中学校３年生）（深川中学校３年生）

平和記念式典・資料館に行ってみて

▼▼被爆敷石の記念碑被爆敷石の記念碑

　長崎平和祈念式典に参加した中学生４人と構成団体２人
の報告会を10月18日㈯に行います。ぜひ来場してください。
　詳しくは本紙20ページをご覧ください。

平和のつどい
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